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月
日
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の
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可
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政
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準
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五
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十
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れ
抑
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似
し
ま
し
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案
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縁
組
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し
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双
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ヱ
隔
制
刷
」
を
施
行
し
以
来
総
淡
に

お
燥
な
米
た
し
て
お
り
ま
す
ぜ
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し
か
る
に
、
滋
時
一
一
一
万
人
を

わ
ず
か
に
緩
っ
た
が
た
め
に
、

前
倒
の
笑
鞘
概
念
み
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
本
町
は
、
十
七
俸

の
後
い
問
問
ひ
た
す
ら
「
絞
る
く

愛
か
な
約
づ
く
れ
ツ
L

に
専
念
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
渡
郡
東

京
か
ら
削
悶
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

欄
間
内
に
位
置
す
る
立
地
条
件
も

絡
な
っ
て
近
年
と
み
に
総
宅
問
凶

織
の
淡
淡
撃
が
行
な
わ
れ
、
人

口同
u
h認
梢
射
し
、
近
代
都
市
へ
の

経
遂
を
附
腕
け
、
行
時
脱
線
淵
討
の
胤
哨

大
と
共
に
、
都
中
出
掛
間
的
階
的
後
約

酔払お
v
h
u必
ら
れ
て
い
る
波
状
に

あ
ち
世
ナ
。

申
す
ま
で
も
な
く
俗
制
酬
の
施

行
は
と
れ
ら
の
後
綴
b
a
山側、にし

地
方
発
組
問
の
速
度
色
気
は
や
め
、

俊
民
綴
訟
の
向
上
に
寄
与
す
る

ぷ
が
大
き
く
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
び
の
地
ガ
向
日
治
訟
の

一
線
改
正
も
以
上
の
よ
う
な
議

絞
に
よ
り
出
制
定
さ
れ
た
も
の
明
、

為
事
、
本
町
は
、
中
市
と
し
て
の

袋
持
げ
を
ぷ
馳
糊
す
る
に
…
州
市
h

ソ
ま
し

た
坦
で
、
術
劇
例
会
銭
的
刊
し
、
行

政
水
準
の
出
向
上
を
脳
同
り
、
よ
り

官
附
伎
な
行
時
以
蕗
設
な
捻
滋
し

て
、
腕
る
く
豊
か
な
近
代
都
中
慰

安
建
殺
し
、
係
以
内
総
紙
の
出
関
上

国
鉄
成
回
線
立
体
交
差

本
駒
吋
で
は
、
現
在
日
断
然
常
然

緩
お
よ
び
成
際
情
聴
の
各
一
昨
で
立

体
愛
護
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
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成
は
今
月
中
に
も

り
ま
す
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成
路
線
に
お
い
て

は
、
砂
州
附
問
機
際
空
港
建
設
炎
品
村

総
遂
の
た
め
組
制
本
釈
の
交
換
施

設
な
ど
も
毅
綴
き
れ
ま
し
た

が
、
湖
北
・
我
相
関
子
駅
間
に
お

い
て
は
、
都
市
計
画
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と
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的
λ
恰
都
市
ム
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が
進
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お
れ
ソ

ま
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、
湖
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か
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川
縁
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下
を
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ち
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子
役
際
線
に
裁
け
る
総
長
十

八
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開
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ら
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駅
ガ
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に
く
る
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合
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非
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に

便
利
に
な
争
終
織
も
相
当
綬
抽
給

さ
れ
る
も
の
主
期
待
さ
れ
ま
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ま
た
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都
市
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渋
滞
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栴
判
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泳
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送
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て
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刑
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さ
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双
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す
る
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、
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地
務
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な
う
税
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昧
制
緩
が
常
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ら
れ
ま
し
た
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訟
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が
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伐
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鐙
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ま
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専

決
処
分
し
た
総
出
捻
務
改
泌
条

例
は
、
同
月
一
れ
に
告
示
す
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務
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・
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ど
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さ
れ
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按
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狩
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滋
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免
措
開
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渓
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波
刊
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入
ニ
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滋
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務
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六
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調
持
滋
税
相
出
獄

組H
F
税
務
げ
に
よ
る
幹
片
品
陀
税

(
談
淡
所
作
、
初
日
税
制
料
、
附
附
h

争

後
〉
の
四
川
同
州
引
は
蹴
を
次
の
と
お

水
道
料
金
引
下
水
道
使
用
料
は

交差穏だけ主義して完成しY.::新華ミ然主主級王主体f記録

持
品
拙
の
便
利
を
は
か
る
た
め

脚
内
匂
は
水
滋
創
刊
念
、
下
水
叫
鳩
山
間

関内剖けは制刷ム
M
n
H
箆
か
ら
eH動
的

に
給
付
丹
で
き
る
日
爪
奴
林
円
相
制

度
を
間
開
始
い
た
し
ま
…
し
た
の

で
、
日
慾
緩
替
に
よ
る
納
品
目
令

ご
訓
判
開
閉
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
学
女
同
開
必
ず
銀
行

が
皆
様
の
預
念
日
浅
か
ら
れ
闘
将

砧
納
入
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
日

脚
舵
銀
総
納
付
を
h

訓
練
い
い
た
し

ま
す
。ど

う
ぞ
れ
税
制
的
A
H
m
化
主
務

金
制
問
波
紋
殺
の
た
め
ど
協
力
を

お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
手
続
き
は
次
的
政
協
帆

い
ゑ
隊
機
関
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ハ
ヂ
絞
舎
に
必
要
な
も

め
は
預
金
鴨
期
制
収
、
間
印
後
な
ど
持

参
く
だ
さ
い
e

〉

取
組
棋
市
開
名

千
慾
品
朝
餅
刊
行
総
孫
子
支
出
拍

市地時的八一一

1
詔
一
一
…
一
議

イ

γ
薬
指
互
銀
行
湘
開
ゑ
土
品
約 沼

産
振
替
を
制
度

土
地
立
入
務
室

神
地
獄
八
ス

i
一………ハ〉川沿

叫
仰
し
く
は
総
数
い
絞
ま
れ
九
時
弘

京
滋
悦
川
淵
時
事
務
所
に
て
お
尋
ね

く
だ
呑
い

特
品
叩
開
子
町
内
田
凶
明
記
ム
ハ
号
線
の

滋
帥
附
鉱
総
計
制
問
に
体
作
い
、
つ
ぎ

に
よ
り
制
畑
氏
総
廷
を
由
来
施
い
た

し
ま
す
の
で
お
総
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

AV叫
制
滋
捕
鷹
飼
建
設
省
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組
紺
始
以

前
開
示
祭
事
務
所

。
立
入
期
間
以
拘
制
緩
十
五
年
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一
一
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行
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一
十
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学
校
建
設
な
ど
事
業
費
が
主
体

。

町

で

は

、

法

律

に

基

づ

き

年

二

回

財

政

の

公

表

を

い

た

し

て

お

り

ま

.

+

す

が

、

今

回

は

、

昭

和

四

十

四

年

度

の

概

要

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

い

た

+

↓

し

ま

す

。

『

↓

昨

年

度

は

、

街

路

事

業

、

消

妨

署

湖

北

府

間

担

問

問

、

湖

北

小

学

校

プ

I

↓

一

ル

、

第

四

小

学

校

増

築

・

湖

北

台

西

小

学

校

、

湖

北

台

中

学

校

等

の

建

設

一

↑
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ま
の
た
め
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
多
く
、
こ
↑

十
れ
ら
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
町
民
皆
さ
ま
の
な
お
一
一
周
回
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
↑

昭
和
四
十
四
年
度
の
収
入
見
込

み
帽
酬
は
、
前
年
度
決
算
帽
m
-
、

一
六
九
.
六
三
八
千
円
の
二
十

二
%
増
の
一
、
四
三
一
一
、

0
0

0
万
円
程
度
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。つ

ぎ
に
、
歳
入
の
構
成
割
合

は
次
の
よ
う
に
な
る
と
恩
わ
れ

ま
す
。
町
税
は
四
十
三
年
度
と

ほ
ぼ
悶
割
合
の
一
一
一
十
一
・
一
%

位
を
示
し
、
地
方
交
付
税
が
前

年
度
の
一

O
九
、
五
コ
一
四
千
円

に
対
し
二
七
一
一
、
五
二
二
千
円

と
大
儒
な
伸
び
と
な
り
.
自
主

財
源
が
歳
入
の
二
分
の
一
を
上

回
わ
る
見
込
み
で
す
ο

そ
れ
で
は
‘
歳
出
の
紙
面
討
を

説
明
い
た
し
ま
す
と
歳
出
総
額

も
一
、
四
一

O
、

0
0
0千
円

余
り
の
決
算
が
見
込
ま
れ
ま

す
。決

算
見
込
額
に
対
す
る
構
成

割
合
は
、
四
十
一
一
一
年
度
と
ほ
と
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ん
ど
同
様
の
割
合
を
一
市
し
そ
う

で
す
。
人
件
費
は
二
十
六
・

O

M
、
普
通
建
設
事
業
費
五
回
・

八
%
な
ど
で
昭
和
四
十
四
年
度

に
お
こ
な
っ
た
主
要
な
事
業
に

つ
い
て
の
べ
ま
す
と
総
務
費
で

は
、
庁
舎
建
設
事
業
費
に
-
一
一
一

四
、
九
二
四
千
円
計
画
ど
お
り

執
行
さ
れ
完
了
い
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
永
年
の
地
成
開
発

施
設
と
し
て
の
常
磐
線
天
王
台

新
駅
正
式
名
称
未
定
設
置
負
担

金
と
し
て
七
五
、

0
0
0千
円

支
出
さ
れ
、
す
で
に
工
事
・
も
進

め
ら
れ
四
十
六
年
三
月
の
営
業

開
始
が
待
た
れ
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
布
佐
台
、
下

ケ
一
戸
な
ど
青
年
館
凶
館
建
設
し

ま
し
た
。
衛
生
愛
で
は
、
清
掃

車
の
裳
備
を
は
か
り
栂
清
事
業

の
運
営
を
門
滑
に
い
た
し
ま
し

た。
四
十
四
年
度
は
常
磐
線
線
増

に
伴
な
う
立
体
交
差
事
業
の
都

市
計
画
街
路
ニ
・
一
一
一
・
三
号
線

に
二

O
、

0
0
0千
円
、
さ
ら

に
本
年
度
設
寵
さ
れ
た
土
地
開

発
基
金
に
四
一
ユ
、
。

0
0千
円

積
立
て
ら
れ
こ
れ
を
活
用
し
て

こ
の
計
画
街
路
の
用
地
を
先
行

取
得
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
利
銀
山
立
体
交
来
費
に
五

六
、
六

O
O千
円
、
補
償
道
路

に
五

O
、

0
0
0千
円
、
日
本

住
宅
公
刊
湖
北
台
問
地
賃
貸
住

宅
に
伴
う
二
・
一
・
五
号
線
工

事
費
‘
天
王
台
釈
前
線
の
成
銅

線
立
体
交
来
事
業
等
に
投
資
さ

れ
、
街
路
市
計
器
用
等
に
多
額
に
支

出
さ
れ
た
こ
と
が
四
十
四
年
度

町 税
31.1 

動企核保

的
争
円

2
一
品
調
。

問
。
ト
一
一
守
ふ

殺
終
l
一一川

2

全
体

少
年
野
球
大
会

少
年
野
球
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
密

っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

。
参
加
資
格
本
町
に
在
住
す

る
小
学
生
ま
た
は
中
学
生
で

編
成
す
る
十
二
名
以
上
の
チ

ー
ム
。
責
任
者
は
、
安
通
安

全
等
の
た
め
高
校
生
以
上
の

年
令
の
方

。
参
加
申
し
込
み
所
定
の
参

加
申
し
込
み
書
に
所
要
事
項

記
載
の
う
え
六
月
三
十
日
ま

で
。
申
し
込
み
先
我
孫
子
町
都

市
建
設
公
行
後
勝
茂
ま
で
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警

察

官

募

集

千
葉
斜
地
宵
祭
で
は
、
照
和
四

十
五
年
度
(
第
一
回
)
千
葉
県

警
察
官
の
募
集
を
次
の
と
お
り

行
な
っ
て
お
り
ま
す
ο

計
し
く
は
、
も
よ
り
の
野
山
県

官
派
出
所
、
警
察
箸
、
れ
在
所

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

@
採
用
予
定
人
員
約
百
名

争
抑
開
局
予
定
期
日
照
和
四
十

五
年
八
月

骨
頚
験
資
格

。
学
際

A
学
校
教
育
法
に
規
程
す
る
大

学
の
学
郊
の
卒
業
者

H
U学
歴
は
問
問
い
ま
せ
ん
が
、
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

必
要

ιし
ま
す
。

⑨
年
令

附
和
十
七
年
八
月
二
円
か
ら

附
和
二
十
七
年
八
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

A
V
試
験
日
昭
和
四
十
五
年
六

月
七
日
第
一
次
試
蛾

mm
和
四
十
五
年
六
月
八
日
第

二
次
試
験

φ
試
験
地
千
葉
市
、
相
官
戸
市

佐
原
市
、
八
日
市
場
市
、
茂

原
市
、
木
更
津
市

菊

苗

婚

口

正

花
い
っ
ぱ
い
運
磁
を
推
進
す

る
た
め
湖
北
菊
花
会
で
は
、
本

年
も
次
の
と
お
り
大
翰
菊
お
よ

び
小
柏
市
の
苗
木
を
附
基
い
た
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。骨

日
時
附
和
間
十
五
年
六
月

七
日
(
日
)
午
後
一
時
か
ら

骨
場
所
我
孫
子
町
中
隙
湖
北

保
育
園
(
湖
北
駅
下
車
徒
歩

五
分
)

+
贈
呈
本
数
約
一
千
本

一
人
五
本
程
度
先
着
関

危
険
物
取
扱

主
任
者
試
験

危
険
物
取
扱
い
主
任
者
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

+
試
験
の
種
類

乙
種
第
一
一
一
、
四
、
五
ぺ
六
類

争
原
書
受
付
期
間

間
開
由
利
凶
十
五
年
六
月
四
日
か

ら
六
月
十
一
日
ま
で

+
受
験
申
世
間
提
出
書
類

受
験
綴
書
(
消
防
本
部
予
防

係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

写
真
一
葉
(
願
詩
提
出
前
六

カ
月
以
内
に
悌
影
し
た
縦
横

問
・
五
セ

γ
チ
メ
ー
ト
ル
の

税
関
、
正
雨
上
半
身
品
開
無
背

景
の
も
の
)

な
お
、
詳
創
に
つ
い
て
は
、

消
防
本
部
予
防
係
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

三

才

児

検

診

一
一
一
才
児
一
斉
検
診
を
次
の
日

程
で
行
な
い
ま
す
。

A
V
該
当
者
昭
和
四
十
二
年
一

月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三

十
一
日
目
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
晶
時
間
い
ず
れ
も
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま

で
で
す
。

な
お
.
個
人
通
知
状
主
路
付

し
ま
し
た
が
、
通
知
も
れ
の
方

は
母
子
手
陣
桝
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。一

日
一
日
一
日
一
日
日
日
一
日
日
一

一日

5
一6
一7
一9
2
3一4
U一

一

1
1
1
1
2
2
2
2一

表
一
月
月
一
月
月
万
一
月
月
月
一

喜一
J
6
6一6
一6
一6
5一6
一6
↑

程
一
所
一
一
一
報
二
三
二
二

一
枚
圏
一
小
校
校
タ
タ
一
タ
一

1
一
学
脊
西
学
学

γ
一y
一。一

t
一
一
小
保
台
一
小
小
セ
↓
セ
主

一
場
佐
七
北
一
4
一4
祉

社

説

一
布
現
湖
第
第
初
初
計
血

663 

一
般
含
討
の
状
況

あ
一
般
会
計
の
収
入
状
況
は
、

地
方
交
付
税
二
七
二
、
五
一
一
一
一

報
千
円
を
始
め
歳
入
総
額
二
三

一
一
九
、
内
五
四
千
円
と
な
っ
て

広
お
り
ま
す
が
、
五
月
末
日
の
出

納
閑
制
聞
の
時
郷
ま
で
に
狩
債
四

人
、
五

O
O千
円
を
始
め
収
入

で
き
る
見
込
み
で
、
決
算
時
の




